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令和 ７年 2月１０日 

長野県産業教育振興会長 様 

化学分析技能検定取得・分析技術向上に向けた取り組み 

 

標題の件につき、下記の通り、ご報告いたします。 

記 

1．研究者氏名（学年） 

井澤 杏里（３年）、久保 航太（３年）、久保田 侑（３年）、清水 翔太朗（３年）、下田 航大（３

年）、松本 優雅（３年）、新井 琢也（２年）、大内 伸悟（２年）、木村 早希（２年）、小林 竜也

（２年）、西沢 颯馬（２年）、降簱 蒼弥（２年）、松山 天音（２年）、吉松 冬羽（２年） 

 

2．指導教諭 

伊藤汰一 

 

3．研究目的・概要 

物質化学科では化学分析の技能士検定取得に向け、毎年数名の生徒が、試験勉強及び練習に努めてい

る。今年度は２級を 3年生５名、3級を３年生１名、2年生８名が取り組みました。 

化学分析技能士３級は、各種化学薬品や器具を駆使し、試料溶液中に含まれる第１、３、５、６属の

金属イオンの内、２つを分析する定性と、試料溶液中に含まれる炭酸ナトリウムの含有量を分析する定量、こ

の２種類の化学分析を筆記・実技試験で課す。２級は、各種化学薬品や器具を駆使し、試料溶液中に含ま

れる第１～６属の金属イオンの内、３つを分析する定性と、試料溶液中に含まれるシュウ酸の含有量を分析

する定量、この２種類の化学分析を筆記・実技試験で課す国家検定である。 

化学物質による環境汚染が注目され、規制や決まりを重視される昨今では、優秀な分析技能者が一人でも

多く求められている。 

また、長野県は独自にその合格者の中で、最も優秀な技術を持つ者を表彰する技能競技会を兼ねており、

合格することはもちろん、より洗練された技術を習得するため、日々技術向上のため練習を重ねることができた。

化学分析技能士は実技を伴う化学を極めんとする生徒には特に有効な資格の一つと言える。 
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4．研究成果 

今年度は、化学分析技能士 2 級・3 級の受験者全員が合格するという成果を得ることができた。さらに、技

能競技大会においては、3級の部で本校生徒 2名がそれぞれ 1位および 2位を獲得した。 

2級の競技大会結果については今年度 3月末に発表予定であるが、現時点では受験者全体のうち合格者

は本校生徒のみとなっているため、１～３位を独占する。2 級は分析方法が十分に確立されておらず、各自が

試行錯誤しながら実験に取り組む必要がある分野であるが、今後、順位結果を通して有効な実験手法を検

討・共有することが可能であり、さらなる技術向上が期待できる。 

5．研究経過 

5－1 実技試験対策 

本校では、実技試験対策を 5 月より開始した。3 級受験者に対しては、前年度に合格した 3 年生も指

導を担当し、学年間の連携を図りながら学習を進めた。指導にあたる 3 年生自身も、知識や技術のインプッ

トをアウトプットへと結び付ける過程を通して理解を一層深めることができた。特に定性分析分野においては、

本来 3 級より難易度の高い 2 級相当の実験操作まで経験することができ、指導を通して実践的な技術力

の向上が見られた。 

前年度は 1名の 3年生のみが指導に携わっていたが、今年度は 5名に増加したことで、生徒同士が互い

の技術や工夫を共有する環境が整った。その結果、アクティブラーニング的な学習形態が自然と生まれ、生徒

が主体的に考えながら練習に取り組み、実技力の向上につなげることができた。 

 

 

 

 

3級（会場：岡谷工業高校） 

 

 

 

 

２級（会場：長野工業高校） 
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5－2 筆記試験対策 

筆記試験対策は、前年度から引き続き、Google Forms を有効利用し、過去の問題を参考に勉強し、

物質化学科での既習事項においては、生徒たちが教え合う姿が見受けられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．研究のまとめ 

今年度の受験では、化学分析技能士 2級・3級の受験者全員が合格し、合格率 100％という成果を達
成することができた。特に 2級に挑戦した生徒は、来年度以降に挑戦する後輩のため、分析方法や実験上の
注意点を整理・共有しながら実技試験対策に取り組み、合格者の少ない中で確実に結果を残すことができた。
このような主体的な姿勢と学びの継承は、今後も大切にしていきたい。 
 また、技能競技大会においては 3級の部で本校生徒 2名が 1位・2位を獲得し、2級についても現時点で
は本校生徒のみが合格している状況である。2級は分析方法が十分に確立されておらず、生徒一人ひとりが試
行錯誤を重ねながら取り組む必要がある分野であるが、順位結果を通して有効な実験手法を検討・共有でき
る点からも、今後さらなる技術向上が期待される。 
 これらの成果は、生徒が授業や実習を通して「自ら考え、行動する力」を身に付けてきたこと、また上級生が下
級生を指導する学び合いの環境が整ったことによるものと考えられる。 

 今後の展望として、以下の 2点を挙げる。 

１）安定した合格率の維持とさらなる実技技能の向上に向け、学科試験対策の充実および生徒同士が互い
に学び合える環境づくりを継続し、生徒の実力向上を図っていく。 

２）本年度の長野県技能競技大会化学分析部門での入賞実績を来年度以降も継続できるよう、本年度の
成果や反省点を次年度の指導に反映させ、技能向上に努めていく。 

以上を今年度のまとめとする。来年度についても、「本気で学びたい」「学ぶことが楽しい」と感じる生徒が、より
多くの学習機会を得られるよう、引き続き教育環境の充実に取り組んでいきたい。 

以上 


